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愛知県⽴看護⼤学紀要 Vol. 11, 79−85, 200584
の中間報告
7)
では，専⾨看護師（地域看護学）教育の問
題点として，①公務員は辞めると再就職が難しく，休職
もできないため，学業に専念できず，無理が⼤きい，②
就業しながら⼤学院に来ることのできる保健師は限られ
ている，③修⼠取得が職場や社会で評価される仕組みが
ないことを上げている．この指摘は専⾨看護師（地域看
護学）教育に限ったことではなく，現職保健師が進学す
る場合のすべてに当てはまると考えられる．今回の調査
においても，この指摘を裏付ける結果となった．つまり
対象者の約４割が，本学に現在ある修⼠課程や博⼠課程
が設置された場合の進学を希望していたが，これらの⼤
半は，「仕事との両⽴」を前提としていると考えられる．
現職保健師の進学のためには，働きながら学べる環境の
整備が重要課題になる．
Ⅴ．まとめ
愛知県内の市町村（保健センターなど），政令市・中核
市保健所，県保健所に勤務する保健師に対し，本学⼤学
院進学希望に関する質問紙調査を⾏い，111名（回収率
61.6％）の回答から，つぎの結果を得た．
１．⼤学院受験に関する資格審査制度については，９割
以上が資格審査制度について⼗分に理解していない現状
であった．
２．本学現⾏修⼠課程への進学希望者は，全体で36.0％
を占め，年代別では30歳代の希望者が44.7％と多かった．
３．本学修⼠課程に専⾨看護師（CNS）認定コース，認
定看護管理者コース，助産師養成コースが設置された場
合の進学希望者は全体で31.5％であった．
４．将来本学に博⼠課程が設置された場合の進学希望者
は，43名（38.7％）であったが，「分野によっては進学し
たい」と回答した者が，このうち33名（29.7％）を占め
ていた．
５．進学を希望する者のうち，現在の仕事を継続する者
は約６割であったが，進学後も現状のまま仕事を継続す
ると答えた者は，そのうち約半数であった．
６．進学の意志決定をする際に問題となることとして，
「仕事との両⽴」をあげる者が⼀番多かった．
７．進学の意志決定にあたって⼤学に求めることとして，
「仕事との両⽴可能な開講時間（夜間，⼟⽇の開講）」「実
践に⽣かせる教育内容」などがあった．
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